
第８６回メーデー５地区で開催第８６回メーデー５地区で開催第８６回メーデー５地区で開催
─戦後70周年にあたっての特別決議も採択──戦後70周年にあたっての特別決議も採択──戦後70周年にあたっての特別決議も採択─

暮らしの底上げ実現を訴えデモ行進

徳島中央メーデーには56団体・1,500人が参加

阿南・那賀・海部地区メーデー三好地区メーデー中部地区メーデー

労働者保護ルール改悪阻止を訴える河村会長 労働者派遣法改悪阻止を訴える西部地協大西議長

労働者派遣法改悪阻止を訴える南部地協松村議長 組合員がビラとティッシュを配布 徳島集会には60人が結集

平
和
を
守
り
、雇
用
を
立
て
直
す
！

み
ん
な
の
安
心
の
た
め
、さ
ら
な
る
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
！

暮
ら
し
の
底
上
げ

実
現
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
第
３
弾

暮
ら
し
の
底
上
げ

実
現
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
第
３
弾

全
国
統
一
行
動
　
中
央・西
部・南
部
地
域
協
議
会
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動

労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
阻
止

労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
阻
止

メーデ
ー

スロー
ガン

６月16日（火）
・就職差別撤廃要請行動（徳島労働局）
６月20日（日）
・地域活性化フォーラムｉｎあなん（阿南コスモホール）
６月22日（月）
・女性委員会と雇用均等室長の意見交換会（徳島労働局）
６月26日（金）
・2015年度連合徳島地方委員会（阿波観光ホテル）

◎

◎

◎

◎

　

第
86
回
メ
ー
デ
ー
が
４
月
29

日
、
５
月
１
日
の
両
日
、
県
下

５
会
場
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

約
２
０
０
０
人
が
参
加
し
た
。

各
会
場
は
雇
用
や
賃
金
な
ど
労

働
環
境
改
善
を
訴
え
る
と
と
も

に
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

復
興
支
援
強
化
に
向
け
、
３
県

の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
特

産
品
を
調
達
し
、
会
場
で
抽
選

会
の
景
品
に
す
る
な
ど
、
連
帯

の
輪
も
広
げ
た
。

　

徳
島
市
新
町
川
公
園
で
開
催

さ
れ
た
徳
島
中
央
メ
ー
デ
ー

は
、
各
構
成
組
織
、
福
祉
事
業

団
体
か
ら
約
１
５
０
０
人
が
参

加
。
藤
岡
副
実
行
委
員
長
の
開

会
あ
い
さ
つ
、
議
長
団
に
鎌
谷

副
会
長
と
藤
田
女
性
委
員
会
事

務
局
長
が
選
出
さ
れ
、
主
催
者

を
代
表
し
河
村
実
行
委
員
長

は
、「
今
年
は
第
二
次
世
界
大

戦
の
終
戦
か
ら
70
年
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
か
ら
20
年
、
春
闘

が
今
の
ス
タ
イ
ル
と
な
っ
て
60

年
と
な
る
。
今
春
闘
を
取
り
巻

く
情
勢
に
つ
い
て
は
、『
給
与

の
引
き
上
げ
に
向
け
、
最
大
限

の
努
力
を
す
る
』
こ
と
が
表
明

さ
れ
た
が
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に

よ
る
景
気
回
復
の
実
感
が
乏
し

く
、
賃
金
が
物
価
上
昇
に
追
い

つ
い
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
よ

り
一
層
の
賃
金
引
き
上
げ
が
必

要
で
あ
っ
た
。
政
策
・
制
度
面

で
は
、
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改

悪
の
問
題
と
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ（
年
金

積
立
金
の
運
用
）
に
つ
い
て
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
問
題
と
あ
わ
せ
取

り
組
む
。
ま
た
、
第
18
回
統
一

地
方
選
挙
に
、連
合
徳
島
推
薦
・

支
持
候
補
者
へ
の
力
強
い
ご
支

援
・
ご
協
力
に
感
謝
を
申
し
上

げ
る
。『
働
く
こ
と
を
軸
と
す

る
安
心
社
会
』の
実
現
に
向
け
、

全
力
で
立
ち
向
か
っ
て
い
こ

う
」
と
力
強
い
あ
い
さ
つ
を
し

た
。

　

続
い
て
、
来
賓
と
し
て
飯
泉

知
事
、
多
田
徳
島
市
第
一
副
市

長
、
福
祉
事
業
団
体
全
労
済
・

川
越
本
部
長
、
民
主
党
・
仁
木

代
表
、
社
民
党
・
小
林
幹
事
、

連
合
推
薦
議
員
ネ
ッ
ト
を
代
表

し
庄
野
県
議
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

　

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
披
露
の

後
、「
２
０
１
５
中
小
春
闘
未

解
決
組
合
を
支
援
す
る
特
別
決

議
」「
良
質
な
公
共
サ
ー
ビ
ス

　

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ　

Ｔ
Ｈ
Ｅ　

格
差

社
会
！
暮
ら
し
の
底
上
げ
実
現

「
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
阻

止
ウ
ィ
ー
ク
」　

は
県
内
中
央
、

西
部
、
南
部
で
展
開
さ
れ
た
。

　

中
央
地
協
は
５
月
13
日
Ｊ
Ｒ

徳
島
駅
前
で
街
頭
宣
伝
・
ビ
ラ

配
り
を
行
っ
た
。
連
合
徳
島
河

村
会
長
が
「
昨
日
か
ら
国
会
審

議
が
は
じ
ま
っ
た
労
働
者
派
遣

法
の
改
悪
を
何
と
し
て
も
阻
止

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
今

こ
そ
、
働
く
者
を
犠
牲
に
す
る

成
長
は
許
せ
な
い
と
い
う
声

を
、
地
域
か
ら
、
職
場
か
ら
、

み
ん
な
で
声
を
あ
げ
よ
う
。』」

と
あ
い
さ
つ
の
後
、
徳
島
県
中

小
労
働
対
策
本
部
宮
本
副
議
長

は「
雇
用
社
会
日
本
に
お
い
て
、

私
た
ち
働
く
者
の
犠
牲
の
上
に

成
長
戦
略
を
描
く
こ
と
な
ど
、

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
労
働

者
を
踏
み
台
に
す
る
成
長
戦
略

な
ど
成
り
立
つ
訳
が
な
い
。今
、

政
府
は
長
時
間
労
働
を
抑
制

し
、『
過
労
死
ゼ
ロ
』
を
実
現

で
き
る
為
の
実
効
あ
る
仕
組
み

こ
そ
が
必
要
で
あ
る
。」
と
訴

え
た
。

　

５
月
18
日
三
好
市
フ
レ
ス
ポ

前
で
街
頭
宣
伝
・
ビ
ラ
配
り
を

行
い
、
西
部
地
協
大
西
議
長
が

「
今
私
た
ち
が
成
す
べ
き
は
、

全
員
の
力
を
結
集
し
、
社
会
を

大
き
く
巻
き
込
み
、
若
者
の
未

来
の
た
め
、『
正
社
員
ゼ
ロ
に

反
対
』『
生
涯
派
遣
で
低
賃
金

に
反
対
』
と
い
う
大
き
な
声
を

あ
げ
、
労
働
者
派
遣
法
の
改
悪

法
案
の
成
立
を
阻
止
す
る
。」

と
訴
え
た
。
吉
野
川
南
岸
・
北

岸
で
も
街
宣
行
動
を
行
っ
た
。

　

５
月
19
日
阿
南
市
那
賀
川
町

道
の
駅
「
公
方
の
里
」
で
街
頭

宣
伝
・
ビ
ラ
配
り
を
行
い
、
南

部
地
協
松
村
議
長
か
ら「
現
在
、

や
む
を
得
ず
派
遣
で
働
い
て
い

る
人
た
ち
の
多
く
は
、『
い
つ

　
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
格
差

社
会
！
暮
ら
し
の
底
上
げ
実

現
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
第
３
弾
５
・

27
全
国
統
一（
ネ
ッ
ト
）
徳
島

集
会
は
５
月
27
日
阿
波
観
光
ホ

テ
ル
で
開
か
れ
、
各
構
成
組
織

か
ら
60
人
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
連
合
徳
島
河
村
会
長

か
ら
「
去
年
に
引
き
続
き
政
府

か
ら
提
出
さ
れ
た
労
働
者
派
遣

法
の
改
悪
法
案
は
、
私
た
ち
の

働
き
方
、
雇
用
の
あ
り
方
を
、

大
き
く
変
え
て
し
ま
う
。
国
会

に
提
出
さ
れ
た
今
回
の
法
案
に

も
、
派
遣
労
働
者
の
安
定
雇
用

や
処
遇
改
善
に
関
す
る
実
行
性

あ
る
措
置
は
何
一
つ
盛
り
込
ま

れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か

３
年
の
期
間
制
限
す
ら
取
り

払
っ
て
、
同
じ
仕
事
を
派
遣
で

回
し
続
け
る
こ
と
を
合
法
に
す

る
も
の
で
あ
り
、
派
遣
は
『
臨

時
的
・
一
時
的
』
と
い
う
原
則

が
骨
抜
き
に
さ
れ
て
い
る
。
法

改
悪
を
断
固
阻
止
す
る
」
と
あ

い
さ
つ
。

　

続
い
て
、
ネ
ッ
ト
中
継
全
国

統
一
集
会
へ
移
り
、
連
合
古
賀

会
長
、民
主
党
長
妻
代
表
代
行
、

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
渥
美
リ
ー
ダ
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
の
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

決
意
表
明
、
神
津
事
務
局
長
か

ら
集
会
ア
ピ
ー
ル
が
提
案
さ

れ
、
岡
本
会
長
代
行
の
ガ
ン
バ

ロ
ウ
三
唱
で
５
・
27
全
国
統
一

（
ネ
ッ
ト
）
集
会
を
終
え
た
。

か
は
正
規
で
働
き
た
い
』
と
い

う
思
い
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の

法
律
が
成
立
す
れ
ば
、
企
業
が

正
規
の
求
人
を
減
ら
し
、
正
規

雇
用
を
希
望
す
る
人
た
ち
が
派

遣
労
働
か
ら
抜
け
出
す
機
会
を

こ
れ
ま
で
以
上
に
奪
っ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
る
。」と
訴
え
た
。

な
お
、勝
浦
町
・
小
松
島
市
（
ビ

ラ
配
布
）・
美
波
町
・
那
賀
町

の
街
宣
行
動
も
行
っ
た
。

の
確
立
を
求
め
る
特
別
決
議
」

「
戦
後
70
周
年
に
あ
た
っ
て
の

特
別
決
議
」
や
「
第
86
回
メ
ー

デ
ー
宣
言
」
が
提
案
さ
れ
、
全

体
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
プ
ラ
カ
ー
ド
審
査

発
表
が
行
わ
れ
、
国
見
副
実
行

委
員
長
か
ら
メ
ー
デ
ー
大
賞
・

電
機
連
合
三
洋
労
組
、優
秀
賞
・

県
職
労
青
年
部
、
努
力
賞
・
農

協
労
連
に
賞
品
が
贈
ら
れ
た
。

　

最
後
に
、
宮
本
副
実
行
委
員

長
の
閉
会
あ
い
さ
つ
、
河
村
実

行
委
員
長
が
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

を
三
唱
し
、
中
央
メ
ー
デ
ー
を

終
了
し
た
。
な
お
、
集
会
終
了

後
、
デ
モ
行
進
、
抽
選
会
も
行

わ
れ
た
。
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―四国ブロック最低賃金担当者会議――四国ブロック最低賃金担当者会議――四国ブロック最低賃金担当者会議―

木藤課長が直流に変換設備等を説明

須田連合本部総合労働局長から
最賃審議の経過と方針が提起

四国ブロックから最低賃金担当者21人が参加

鎌谷四国電力徳島県本部委員長・長尾火力
支部委員長が発電の仕組み等を説明

狭山事件闘争勝利に向け街宣活動

事件の概要を書いたビラ・ティッシュ配布行動 狭山事件再審実現に向け団結がんばろう

職
場
の
安
全
衛
生
パ
ト
ロ
ー
ル

　
優
良
事
業
所 

四
国
電
力（
株
）の
見
学

―徳島駅前で街宣行動展開―
再審開始決定の実現をめざし

連合リビングウェイジ時間額を重視し、
賃金の底上げ実現を

　

５
月
23
日
、Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
前

に
お
い
て
「
狭
山
事
件
の
再
審

を
求
め
る
」街
頭
宣
伝
、
ビ
ラ
・

テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布
行
動
を
部
落

解
放
徳
島
地
方
共
闘
会
議
、
部

落
解
放
徳
島
青
年
共
闘
会
議
、

狭
山
事
件
を
考
え
る
徳
島
の
会

の
３
団
体
で
実
施
し
、
各
構
成

組
織
・
団
体
か
ら
１
０
０
人
が

参
加
し
た
。

　

街
頭
宣
伝
は
、
地
方
共
闘
・

板
東
事
務
局
長
（
連
合
徳
島
副

事
務
局
長
）
の
開
会
あ
い
さ
つ

後
、
河
村
議
長
（
連
合
徳
島
会

長
）が「
狭
山
事
件
は
部
落
差
別

を
も
と
に
犯
人
に
で
っ
ち
上
げ

た
冤
罪
事
件
だ
。本
年
で
事
件

発
生
か
ら
52
年
を
迎
え
た
。第

３
次
再
審
請
求
を
申
し
立
て
て

か
ら
９
年
を
迎
え
る
。こ
の
間
、

１
０
０
万
人
を
超
す
署
名
を
東

京
高
裁
に
提
出
し
、
事
実
調
べ

と
再
審
実
現
を
求
め
て
き
た
。

そ
し
て
、
５
年
前
の
12
月
に
東

京
高
裁
・
門
野
裁
判
長
が
検
察

に
対
し
て
８
項
目
の
証
拠
開
示

勧
告
を
行
い
、
石
川
一
雄
さ
ん

が
自
白
し
た
録
音
テ
ー
プ
な
ど

36
点
の
証
拠
が
開
示
さ
れ
た
。

し
か
し
全
て
の
証
拠
が
開
示
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
石

川
さ
ん
の
無
実
を
証
明
で
き
る

肝
心
か
な
め
の
証
拠
に
つ
い
て

は
、
見
あ
た
ら
な
い
と
す
る
な

ど
完
全
な
証
拠
開
示
に
は
応
じ

て
い
な
い
。近
年
、足
利
事
件
や

布
川
事
件
、
東
電
女
性
社
員
殺

害
事
件
な
ど
再
審
無
罪
が
確
定

す
る
な
ど
冤
罪
事
件
の
多
さ
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

る
。い
ず
れ
に
し
て
も
、冤
罪
を

な
く
す
た
め
の
取
り
調
べ
の
全

面
可
視
化
な
ど
の
司
法
改
革
と

結
び
つ
け
、
狭
山
事
件
の
一
日

も
早
い
事
実
調
べ
に
よ
り
、
再

審
開
始
決
定
と
な
る
よ
う
運

動
・
取
り
組
み
を
盛
り
上
げ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。県
民
・
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
」と
訴
え
た
。

　

続
い
て
、
部
落
解
放
同
盟
県

連
・
歯
朶
山
書
記
長
、
青
年
共

闘
・
鬼
田
幹
事
、民
主
党
県
連
・

仁
木
代
表
、庄
野
幹
事
表
、狭
山

事
件
を
考
え
る
徳
島
の
会
・
坂

本
幹
事
、
５
人
が
次
々
と
マ
イ

ク
を
握
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
石
川
さ
ん
の
無
実
と
再
審
開

始
を
強
く
訴
え
た
。

　

街
頭
宣
伝
中
、
各
団
体
・
組

織
か
ら
の
動
員
者
や
支
持
者
は

「
証
拠
開
示
と
事
実
調
べ
か
ら

狭
山
事
件
の
再
審
を
実
現
さ
せ

よ
う
」の
ビ
ラ
と「
狭
山
事
件
の

再
審
実
現
を
」
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
通
行
人
ら
に
配
布
し
、
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
と
「
差
別
裁
判

打
ち
砕
こ
う
」
を
合
唱
。最
後

に
、
河
村
議
長
の
音
頭
で
団
結

が
ん
ば
ろ
う
を
三
唱
し
、
集
会

を
閉
じ
た
。

　

５
月
16
日
連
合
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
最
低
賃
金
担
当
者
会
議
は
高

知
サ
ン
ラ
イ
ズ
ホ
テ
ル
で
開
か

れ
21
人
が
参
加
し
た
。

　

会
議
で
は
、
連
合
本
部
総
合

労
働
局
須
田
局
長
か
ら
「
２
０

０
７
年
に
改
正
さ
れ
２
０
０
８

年
７
月
施
行
さ
れ
た
最
低
賃
金

法
は
、
そ
の
附
則
第
10
条
に

『
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行

後
５
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の

法
律
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の

規
定
の
施
行
の
状
況
な
ど
を
勘

案
し
、
新
法
の
規
定
に
基
づ
く

規
制
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ

い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も

の
と
す
る
。』
と
す
る
見
直
し

規
定
を
置
い
て
い
る
。『
全
国

最
低
８
０
０
円
』『
全
国
平
均

１
０
０
０
円
』
を
め
ざ
す
雇
用

戦
略
対
話
合
意
内
容
に
つ
い
て

は
２
０
１
３
年
８
月
の
質
問
主

意
書
お
よ
び
答
弁
書
に
よ
り
、

失
効
し
て
い
な
い
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。」
と
論
点
整
理

に
向
け
た
経
過
等
を
説
明
し
た
。

　
「
地
域
別
最
低
賃
金
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
中
央
最
低
賃

金
審
議
会
に
お
け
る
目
安
を
尊

重
し
つ
つ
、
地
域
に
お
け
る
賃

金
実
態
、
生
活
実
態
・
生
計
費

を
重
視
し
、
絶
対
額
で
の
適
正

な
水
準
確
保
を
め
ざ
し
て
自
主

性
を
尊
重
し
た
取
り
組
み
を
進

め
る
各
都
道
府
県
の
連
合
リ
ビ

ン
グ
ウ
ェ
イ
ジ
時
間
額
を
重
視

し
、『
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と

し
て
の
実
効
性
の
高
い
水
準
』

を
め
ざ
す
。
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
、
就
業

形
態
の
多
様
化
に
対
応
し
た
均

等
・
均
衡
待
遇
に
実
現
に
よ
っ

て
労
働
条
件
の
向
上
と
公
正
競

争
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
賃

金
の
底
上
げ
と
格
差
是
正
に
つ

な
が
る
水
準
の
実
現
に
取
り
組

む
。」
と
提
案
し
た
。

　

各
ブ
ロ
ッ
ク
参
加
者
か
ら

「
目
標
の
８
０
０
円
に
す
る
に

は
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
毎
年

25
円
引
き
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

た
後
、
各
県
か
ら
昨
年
報
告
と

今
年
の
方
針
を
報
告
し
、
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

　

２
０
１
５
年
５
月
25
日
四
国

電
力（
株
）阿
南
火
力
事
業
所
橘

湾
発
電
所
と
阿
南
電
力
セ
ン
タ

ー
阿
南
変
換
所
を
見
学
し
た
。

徳
島
労
働
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー

役
職
員
、会
員
団
体
、連
合
本
部

新
規
採
用
越
智
職
員
等
11
人
が

参
加
し
た
。

　

橘
湾
発
電
所
は
２
０
０
０
年

に
運
転
を
開
始
し
た
最
新
鋭
の

火
力
発
電
所
で
、
発
電
機
出
力

は
四
国
電
力
火
力
発
電
所
の
中

で
最
大
で
あ
る
。
７
月
６
日
ま

で
定
期
点
検
の
た
め
、
ビ
デ
オ

と
パ
ネ
ル
を
見
な
が
ら
、
火
力

発
電
の
仕
組
み
や
産
業
廃
棄
物

を
出
さ
な
い
よ
う
な
環
境
保
全

対
策
と
し
て
、
最
高
水
準
の
排

煙
脱
硝
装
置
、
電
気
式
集
じ
ん

装
置
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
。

　

次
は
阿
南
電
力
セ
ン
タ
ー
阿

南
変
換
所
へ
移
動
。
阿
南
変
換

所
の
役
割
は
紀
伊
水
道
直
流
連

系
設
備
の
四
国
側
交
直
変
換
所

と
し
て
橘
湾
石
炭
火
力
発
電
所

の
電
気
を
直
流
に
変
換
し
海
底

ケ
ー
ブ
ル
を
通
じ
て
関
西
へ
送

電
し
て
い
る
。
監
視
制
御
室
は

変
換
所
設
備
及
び
関
連
設
備
を

24
時
間
体
制
で
監
視
・
制
御
を

行
っ
て
い
る
。
説
明
を
受
け
た

後
、
作
業
服
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に

着
替
え
エ
ア
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
、

安
全
の
た
め
、
フ
ェ
ン
ス
で
囲

ん
で
い
る
サ
イ
リ
ス
タ
バ
ル
ブ

（
交
流　

直
流
の
変
換
を
行

う
装
置
）を
見
学
し
た
。

　

整
然
と
整
理
さ
れ
て
い
る
現

場
を
廻
り
、
労
使
が
い
か
に
安

全
衛
生
を
重
視
し
、
「
安
定
供

給
」
に
努
め
て
い
る
か
が
よ
く

理
解
で
き
た
。

　

今
回
の
事
業
所
見
学
で
得
た

知
識
を
活
か
し
、
職
場
環
境
の

改
善
に
役
立
て
、
労
働
災
害
撲

滅
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
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